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＜参考＞

 

１．国際勧告等との関連 

   本標準はＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１において制定された私設総合サービス網における IP 網でのＱ参照点

信号情報のマッピング機能に関連する標準ＩＳＯ／ＩＥＣ ２１９９２第１版（２００４）に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

なし。 

 

３．改定履歴 

 

  版  数       制  定  日          改  定  内  容 

第１版 ２００５年 ６月 ２日 制  定 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

 

（１）参照している勧告、標準等 

   ＩＴＵ－Ｔ勧告： 

 Ｉ．１１２，Ｉ．２１０ 

   ＩＳＯ／ＩＥＣ標準： 

 ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７２，ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４，ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９， 

 ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５８２ 

 

   ＴＴＣ標準： 

 ＪＪ－２０．２４ 

 

５．標準作成部門 

   第１版 ： 企業ネットワーク専門委員会 
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前書 
 

 ＩＳＯ(国際標準化機構)とＩＥＣ(国際電気標準化会議)は、世界的標準化のための専門的なシステムを組

織化したものである。ＩＳＯまたはＩＥＣのメンバーとなっている各国団体は、特定の技術活動分野を扱う

個別の組織により設立された技術委員会を通じて国際標準の発展に参加している。ＩＳＯとＩＥＣの技術委

員会は、共通の関心分野で協力している。他の国際機関、政府そして非政府もまたＩＳＯとＩＥＣと連絡を

とりあってこの作業に加わっている。 

 

 情報技術分野において、ＩＳＯとＩＥＣは合同技術委員会、つまりＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１を設立した。 

合同技術委員会により採用された国際標準案は、投票のため各国団体に照会される。国際標準として発行に

は、投票した各国団体の少なくとも 75%の賛成が必要である。 

 

 国際標準ＩＳＯ／ＩＥＣ ２１９９２は、情報技術を扱う合同技術委員会ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１により

作成された。 

 

 

序文 

 

 本標準は、私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）の交換機のマッピング機能を定義する標準シリーズの一つで

ある。このシリーズはＩＴＵ－Ｔで開発したＩＳＤＮの概念を使用し、ＩＳＯ／ＩＥＣにより定義されてい

る開放型システム間相互接続に準拠している。 
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１．適用範囲 
本標準はパケットネットワークを使用しインターネットプロトコル（IP）、ネットワークレイヤであるＵＤ

Ｐ／ＴＣＰ、トランスポートレイヤを介して接続された私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）の一部である私設

総合サービス網交換機（ＰＩＮＸ）間を定義するものである。 

この接続はＰＩＮＸ間信号プロトコルはトランスポート制御プロトコル（ＴＣＰ）、音声情報を運ぶリアル

タイム転送プロトコル（ＵＤＰ）で機能する。 

本ＰＩＮＸ間の信号プロトコルは、ＪＳ－１１５７２／１１５８２で定義された基本回線交換呼制御の信号

プロトコルを使用する。 

 

本標準は接続する形式として２通りある。 

－常時起動手順 

論理信号リンクを初期化に自動でＴＣＰコネクション（論理信号リンク）を常時接続する方式である。 

－呼毎起動手順 

ＴＣＰリンクがＱ参照点で呼制御が動作した際に呼毎対応にリンクが張られる方式である。 

本標準はＱ参照点を用いてＰＩＮＸ間を接続する際にＰＩＳＮを形成する為に相互接続するＰＩＮＸに適

用する。 
 

２．適合 
本標準に適合するために、ＰＩＮＸは付属資料Ａのプロトコル実装適合宣言（ＰＩＣＳ）様式で確認される

要求条件を満足するべきである。 

 

３．参考文献 
以下の標準は、参照により本標準の一部を構成する部分を含んでいる。 発行時点では、下記の標準が有効

であった。  

すべての標準は改訂されることがあるため、本標準の関係者は以下の標準群の最新版を運用できるかの調査

を行い、合意した上で本標準への適用に努めるべきである。  

 

ＪＳ－１１５７２：２０００、電話情報  

電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網 

Ｐｒｉｖａｔｅ Iｎｔｅｇｒａｔｅｄ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＰＩ 

ＳＮ） － 回路モードベアラサービス － サービス記述。 

 

ＩＳＯ／ＩＥＣ－１１５７４：２０００、電話情報 

 電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網－回線モード 64kbit/s ベ 

アラサービス－サービス記述、機能モデルと情報フロー 

 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１：１９９４、電気通信とシステム間の情報交換－ 

私設総合サービス網－参照構成－Ｐａｒｔ１：ＰＩＳＮ交換機(ＰＩＮＸ) 

 

ＪＳ１１５８２：２００２、電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス 

網（付加サービスの為の汎用手順）－ 私設総合サービス網－交換機間信号機構及 
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びプロトコル 

  

ＩＴＵ－Ｔ Ｒｅｃ. Ｉ．１１２：１９９３、ＩＳＤＮ用語集 

ＩＴＵ－Ｔ Ｒｅｃ． Ｉ．２１０：１９９３、ＩＳＤＮより提供される電気通信 

サービスの原則とその記述方法 

ＩＥＴＦ ＲＦＣ  ７６０ インタネットプロトコル 

ＩＥＴＦ ＲＦＣ  ７６１ トランスミッション制御プロトコル 

ＩＥＴＦ ＲＦＣ  ７６８ ユーザダイアグラムプロトコル 

ＩＥＴＦ ＲＦＣ １８８９ ＲＴＰ：リアルタイムアプリケーションからの転送 

プロトコル 

ＩＥＴＦ ＲＦＣ ２１２６ ＴＣＰのＩＳＯ転送サービス 

 

４．定義 
 本標準は以下に示す定義を適用する。 

 

４．１ 外部定義  

  本標準は、他のドキュメントで定義している以下の用語を使用する。 

 － ＩＶＮ      （ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１） 

 － ＰＩＮＸ     （ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１） 

 － ＰＩＳＮ     （ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１） 

 － Ｓｅｒｖｉｃｅ  （ＩＴＵ－Ｔ Ｒｅｃ．Ｉ．１１２） 

 － Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ（ＩＴＵ－Ｔ Ｒｅｃ．Ｉ．１１２） 

 

４．２ その他の定義  

４．２．１  発ＰＩＮＸ  

呼または独立した呼接続をするＩＰＬでのＰＩＮＸからＱＳＩＧ ＳＥＴＵＰメッセージを送出する側 

 

４．２．２ 着ＰＩＮＸ  

呼または独立した呼接続をするＩＰＬでのＰＩＮＸからＱＳＩＧ ＳＥＴＵＰメッセージを受信する側 

 

４．２．３ チャネル   

信号情報を２点の間で転送する機構を意味したもの 

 

４．２．３．１  Ｄｑ－チャネル 

チャネルは、２つのＰＩＮＸｓ－Ｑ参照点間のシナリオ管理情報を意味したものである。 

 

４．２．３．２  Ｕｑ－チャネル 

このチャネルは、ＰＩＮＸｓ間のＱ参照点のユーザ情報を意味したものである。 

 

４．２．４   リソース制御情報  

ＵＤＰストリームを設立するために、情報がピアＰＩＮＸ間で取り交わされる。 
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４．２．５   ＰＩＮＸ間コネクション（ＩＰＣ）  

二つのＣ参照点の間に介在するネットワーク（ＩＶＮ）によって供給されるコネクションは、ＰＩＳＮコン

トロール面やＰＩＳＮユーザ面から来るＰＩＮＸ間情報の転送に用いられる。 

 

４．２．６   ＱＰＴＫ  

パケットのフォーマットは、ＱＳＩＧメッセージやリソース制御情報の伝搬に関するこの国際標準内に定義

される。 

 

 
５．略語一覧 
ＩＰ    Internet Protocol    インタネットプロトコル 

ＩＰＣ   Inter - PINX connection   ＰＩＮＸ間コネクション 

ＩＰＬ   Inter - PINX Link    ＰＩＮＸ間リンク 

ＩＶＮ   InterVening Network   介在する網 

ＰＩＮＸ  Private Integrated Services network eXchange 私設総合サービス網交換機 

ＰＩＳＮ  Private Integrated Services Network  私設総合サービス網 

ＱＳＩＧ  Signalling information flows at the Q reference point Ｑ参照点信号情報フロー 

ＲＣＩ   Resource Control Information   リソース制御情報 

ＲＴＣＰ  Realtime Transport Control Protocol   リアルタイム転送制御プロトコル 

ＲＴＰ   Realtime Tracsport P`rotocol   リアルタイム転送プロトコル 

ＴＣＰ   Transmission Control Protocol   トランスミッション制御プロトコル 

ＵＤＰ   User Datagram Protocol   ユーザデータグラムプロトコル 
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６．序文 
６．１  参照構成  

ＩＳＯ／ＩＥＣ１１５７９－１は私設総合サービス網の参照構成を定義している。論理的には、ＰＩＮＸ

の交換と呼制御の機能は、ピアＰＩＮＸのＱ参照点の一つのインスタンス上で通信を行う。この通信はＰ

ＩＮＸ間リンク（ＩＰＬ）として知られ、シグナリングチャネル（ＤＱチャネルとして知られる）と、一

本かそれ以上のユーザ情報チャネル（各々ＵＱチャネルとして知られる（図１参照））を含んでいる。 一

本かそれ以上のＰＩＮＸ間リンク（ＩＰＬ）は同じＰＩＮＸペア同士で設立され得る。 

 

交換および 

呼制御の機能 

 

ＰＩＮＸ 
Ｑ参照点 

 

交換および 

呼制御の機能 

 

ＰＩＮＸ 
Ｑ参照点 

ＤＱチャネル 

ＵＱチャネル 

ＵＱチャネル 

ＰＩＮＸ間リンク 

図１ ＩＰＬの概念 

ＩＰＬの実装には多くの方式が存在する。一般的には、ＩＰＬはＩＶＮ（介在する網）として知られる他

のネットワークのサービスを使う。ＰＩＮＸはＣ参照点でＩＶＮに接する。ＩＶＮは、ピアＰＩＮＸのＣ

参照点の間のＩＰＣＳ（ＰＩＮＸ間コネクション）として知られるコネクションを提供する。各ＰＩＮＸ

のマッピング機能は、Ｑ参照点のＤＱチャネルやＵＱチャネルを、Ｃ参照点の一つかそれ以上のＩＰＣＳ

（ＰＩＮＸ間コネクション）にマッピングする。 

 

６．２  詳細なシナリオ  

この国際標準は、ＩＶＮが、以下のタイプのＩＰＣを提供するのに適したＩＰベースネットワークであっ

た場合に用いられる、マッピング機能を定義している。 

・シグナリング情報やリソースコントロール情報を運ぶためのＴＣＰコネクション 

・ＲＴＰ上でユーザ情報を運ぶためのＵＤＰストリームのペア（各方向で一つのストリーム） 

 

単独のＩＰＬは、ＤＱチャネルをサポートするための単独のＴＣＰコネクションや、ＵＱチャネル毎のＤ

ＵＰストリームのペアを一つ必要とする。更に、ＱＳＩＧプロトコルを運ぶ事とは別に、ＴＣＰコネクシ

ョンはＵＤＰストリームを設立するためにリソース制御情報を必要とする。 

 

この国際標準はピアＰＩＮＸ間の２つのタイプの相互接続をサポートしている。 

 ・オンデマンド  ：ＱＳＩＧ用の単独のＴＣＰコネクションや、ユーザ情報用のＵＤＰストリームの

ペアは、 

各呼の開始時に設立され、それらの呼の終了時にクリアされる場合。 

 ・セミパーマネント：単独の不定な生存期間を持つＴＣＰコネクションがＱＳＩＧを多くの呼の代わり

として運ぶ場合。 
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セミパーマネントの場合には、ＴＣＰコネクションは、０個、１個、もしくは１個よりも多い呼を同時にサ

ポート出来る。ユーザ情報用のＵＤＰストリームの１ペアは、各呼の開始時に設立され、そして呼の終了時

にクリアされる。図２にこれらの概念を表す。 

ＰＩＮＸ 

交換 

および 

呼制御 

の機能 

ＰＩＮＸ Ｑ参照点 Ｃ参照点 ＩＶＮ （ＩＰネットワーク）Ｑ参照点 Ｃ参照点 

 

 

７．Q参照点での能力について 

Q 参照点の各インスタンスのために、 

・PINX 間レイヤ３シグナリングプロトコルを運ぶための、一つのシグナリングチャネル（DQ チャネル） 

・０本、１本、もしくはそれ以上のユーザチャネル（ＵＱチャネル）が提供される。 

 

注記：自立した呼シグナリングコネクションのためだけに使われるようなオンデマンド相互接続の特別なケ

ースにおいては、ＵＱチャネルは提供されない。 

 

Ｕｑ－チャネルは、次の伝達能力が提供される。 

－転送モード：回線モード 

－情報転送レート：64kbit/s 

－情報転送能力：音声、3.1kHz オーディオ 

－ユーザ情報レイヤ 1 プロトコル：G.711A、μ-law 

他の伝達能力は本標準の範囲外である。 

Ｄｑ－チャネル、次の伝達能力が提供される。 

－転送モード：パケットモード 

－情報転送レート：実装方式に依存する 

－情報転送能力：非制限デジタル 

C 参照点で PINX 間コネクション(IPC)にＤｑおよびＵｑ－チャネルをマッピングする機能は９章に記述する。 

 

８．C参照点における能力 

PINX マッピング機能は、次の必要条件を満たすものとする。 

 

図２ ＩＰＣの概念（セミパーマネント） 

ＴＣＰコネクション 

ＵＤＰストリームのペア

ＵＤＰストリームのペア

ＰＩＮＸ間リンク 

ＤＱチャネル 

ＵＱチャネル 

ＵＱチャネル 

マッピン

グ機能 

交換 

および 

呼制御 

の機能 

ＤＱチャネル 

ＵＱチャネル 

ＵＱチャネル 

マッピン

グ機能 

ＰＩＮＸ間リンク 
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８．１ TCP コネクション  

PINX は、IETF RFC761 による通信に適したパケット網インタフェースを提供するものとする。本標準で使

用されるプロトコルスタックを以下の図３に示す。 

 

QSIG RCI 

QPKT 

TPKT 

TCP 

IP 

          図３ プロトコルスタック／IP-QSIG 

 

RCI は、メディアパスを確立するために必要な情報を提供する。 

 

TPKT は IETF RFC2126 に定義されているパケットフォーマットである。明示的な境界のない連続的な TCP

ストリーム内の個々のメッセージ(PDUs)を区切るために使用される。TPKT は、1 オクテットのバージョン

番号フィールド、1 オクテットの予約フィールド、2 オクテットの length フィールドおよび実データで構成

される。バージョン番号フィールドは”3”であり、予約フィールドは”0”である。length フィールドは、バー

ジョン番号、予約および length フィールドを含む全パケットの長さを 16 ビットビッグエンディアンで設定

する。 

 

QPKTは以下の図４で定義されるパケットフォーマットである。QPKTは２オクテットの lengthフィールド、

１QSIG メッセージおよび RCI からなる。QSIG メッセージの先頭オクテットは QPKT の length フィールド

の直後にあり、最後のオクテットは RCI の直前にある。length フィールドは QSIG メッセージの長さを示す

ものであるため、RCI の先頭位置を示すことにもなる。 

 

length QSIG メッセージ RCI 

                      図４  QPKT 構成／IP-QSIG 

 

注： 一般的に RCI フィールドは省略される。 

 

Ｄｑ－チャネルは、一般的な TCP ポート(4029)や動的割当てポートにマッピングされる。RCI は、付録 B に

従うものとする。 

 

８．２ UDP ストリーム  

Ｕｑ－チャネルは、RTP パケットを運んでいる送受信 UDP ストリームにマッピングされるものとする。受

信 UDP ストリームは、送信 RCI に示されるローカル IP アドレスおよびポートで受け取られるものとし、送

信 UDP ストリームは、受信 RCI に示されるリモート IP アドレスおよびポートに送信されるものとする。 

 

注：要求によって、PINX は UDP ストリーム上の RTP 品質をモニタするために、IETF RFC 1889 に定義さ

れるような RTCP を使用できる。 
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９．マッピング機能 
９．１ Ｄｑ－チャネル  マッピング  

送信については、完全なQSIGメッセージおよびRCIが、8.1節で定義されるような TPKT パケット中のQPKT

パケットに埋め込まれているものとする。ISO/IEC 11572 の分割と再組立ての手続きは使用されないものと

する。 

RCI は、QSIG メッセージが関係のある呼を暗黙に参照する。各呼の最初の送信と受信メッセージに含まれ、

その後のメッセージには含まれないものとする。加えて、RCI は、呼と独立したメッセージには含まれない

ものとする。 

 

Ｕｑ－チャネル マッピング 

各 Uｑ－チャネルは、RCI によって定義された適切な転送能力を持つ一方向の UDP ストリームの一対へマ

ッピングされるものとする。マッピング機能は、メディアデータの正確なパケット分解／組立および転送等

の役割がある。 

 

１０．IPC 制御機能 

Ｄｑ－チャネルのための IPC を確立するために、TCP 接続を開始する PINX は、別の PINX の IP アドレスを

知る必要がある。IP アドレスを決定するための手段は、本標準の範囲外である。 

呼毎起動シナリオでは、呼出し PINX が、呼あるいは呼と独立したシグナリング接続を確立時、IETF RFC761

で指定された手順よって TCP コネクションを確立し、呼あるいは呼と独立したシグナリング接続が解放時、

TCP コネクションを解放する。 

常時起動シナリオでは、呼あるいは呼と独立したシグナリング接続が確立時、PINX 間でＤｑ－チャネル（TCP

コネクション）が既に存在するならば、呼出し PINX は、そのＤｑ－チャネルを使用する。もし、そのよう

なＤｑ－チャネルが存在しない場合、IETF RFC761 で指定された手順よってＤｑ－チャネルのための TCP

コネクションを確立する。TCP コネクションの解放契機は、呼あるいは呼と独立したシグナリング接続で使

用されているため解放できない場合を除いては、実装課題である。 

 

Ｕｑ－チャネルの確立および解放については、どちらのシナリオにおいても、１０．１および１０．２に従

うものとする。 

 

１０．１  Ｕｑ－チャネル確立手順  

Ｕｑ－チャネル確立は、呼確立時に常に実施される。 

Ｕｑ－チャネル確立のために、発呼 PINX と着呼 PINX は、それぞれ、付録 B に従って RCI を送信する。発

呼 PINX は、QSIG SETUP メッセージと同じ QPKT パケットで RCI を送信するものとする。 

 

着信側 PINX は、受信 RCI 情報が受理可能なことをチェックするものとし、どちらか最初に送信する QSIG 

SETUP ACKNOWLEDGE メッセージあるいは QSIG CALL PROCEEDING メッセージと同じ QPKT パケット

中の RCI を送信するべきである。 

 

ISO/IEC 11572 では、QSIG SETUP メッセージと QSIG SETUPACKNOWLEDGE メッセージあるいは CALL 

PROCEEDING メッセージの最初に送信されたメッセージの中にチャンネル識別情報要素をが必要です。チ
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ャンネル識別情報要素の内容は受信側で無視しても良い。 

SETUPメッセージに対する最初の応答が SETUP ACKNOWLEDGEでもCALL PROCEEDING(又はRELEASE 

COMPLETE)でもない場合、RCI は返さない。 

 

送信側 PINX は、RCI を送信した後にその RCI の中に指定した IP アドレスおよびポートにて RTP パケット

が受信可能とするべきである。 

 

着信側 PINX は、送信された RCI に同じコーデック・タイプおよび受信 RCI の中で指定されたペイロード長

を含めるべきである。 

RCI を送信した後に、着信側 PINX は、メディアが利用可能になると直ちに、受信 RCI の中で指定されるコ

ーデック・タイプおよびペイロード長に従って受信 RCI の中で指定された IP アドレスおよびポートに RTP

パケットを送信し始めるべきである。 

着信側 PINX も、送信された RCI の中で指定される IP アドレスおよびポートの上の RTP パケットを受信可

能とするべきである。 

 

最初のレスポンス・メッセージ中の RCI を受け取った後と、CONNECT メッセージを受け取った後に、発信

側 PINX は、受信 RCI の中のコーデック・タイプおよびペイロード長に従って、受信 RCI の中の IP アドレ

スおよびポートに RTP パケットを送信し始めるべきである。 

 

UQ チャンネルの確立中に、発信側 PINX あるいは着信側 PINX のいずれかが RCI の中に許容できない内容

を受信した場合、PINX は ISO/IEC 11572 で規定したチャンネル識別情報要素の内容が許容できないケースの

通り動作するべきである。 

 

１０．２   UQ チャンネル解放手順  

QSIG 呼び出し解放メッセージ(DISCONNECT、RELEASE あるいは RELEASE COMPLETE)を送信する前に、

PINX は RTP パケットの送信を停止し、それ以降の受信 RTP パケットの内容を無視するべきである。 

QSIG RELEASE COMPLETE メッセージを送信するか受信した後に、PINX は、UQ チャンネルに関連した資

源を解放するべきである。 
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付属資料 A（規定） 
 

実装適合宣言(ICS)様式 

 

Ａ．１  はじめに  

 本標準に適合した実装の提供者は、後述する実装適合性宣言（ＩＣＳ）様式を完成しなければならない。

作成するのはその実装した国際標準に該当するＩＣＳである。 

 

 ＩＣＳは実装した能力、オプションについて作成された一覧表である。 

 ＩＣＳには多くの利用法があり、それには以下のものが含まれる。 

 

  － プロトコルを実装する者：  見落としによって、国際標準への適合に失敗する危険性を減らすた

めのチェックリスト。 

  － 実装の提供側／受け手側：  実装におけるその能力の詳細な表示を行う時に用いる。標準へ（又

は潜在的な受け手）ＩＣＳ様式で示された理解を得るための共通の

標準に対する比較として記述される。 

  － 実装のユーザ：       他の実装されたものと、相互接続性の初期チェックを行う場合（又

は潜在的なユーザ）の基準となる。 

                  相互接続性を保証することはできないものの、ＩＣＳの不整合によ

って相互接続が失敗することをある程度予測することができる。 

 

Ａ．２ ＩＣＳ作成の指針  

Ａ．２．１ ＩＣＳの全体構成 

 ＩＣＳ様式は、定形の質問票であり、個々の項目がグルーピングされて分けられている。それぞれの項目

は項目番号、項目名（答えるべき質問）と本標準の本文を参照するための章番号により識別される。 

 “位置づけ”欄は、その項目が適用対象か、もしそうであれば必須かオプションかを示す。以下の記号が

使用される： 

 

  m      必須（プロトコルの適合性のためにその能力が要求される。） 

  o       オプション（プロトコルの適合性のためにその能力が要求されない。しかし、その能力

が実装されている時には、プロトコルの仕様に適合しなければならない。） 
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  o. <n>    オプションであるが同じ <n> の番号で示されるグループの中で少なくとも一つをサポ

ートしなければならない。 

  x      禁止 

  c. <cond>   条件指定。条件 <cond> で示される項目あるいは複数の項目のサポート状況に依存する。 

  <item>:m   単純条件要求。 <item> で示される項目番号がサポートされている場合は必須。そうで

なければ適用対象外。 

  <item>:o     単純条件要求。 <item> で示される項目番号がサポートされている場合はオプション。

そうでなければ適用対象外。 

 

質問票への回答は“サポート”欄に示す選択肢（yes または no）または“Ｎ／Ａ（適用対象外）”欄のい

ずれかをマークすることで行われる。 

 

Ａ．２．２ 付加情報 

付加情報の項目を用いて、提供者はＩＣＳの解釈を助けるために、追加の情報を与えることができる。こ

れは大量の情報を提供することを意図したり、またＩＣＳはこのような情報がないと完成しないということ

を意味するものでもない。多様な条件や環境の中で利用することが可能な実装方法の一つについて、概要を

記述するために用いることが（付加情報の）利用例にあげられる。 

 

 付加情報項目への参照は質問事項のどの回答の後でも可能であり、また、例外情報にも含まれることがあ

る。 

 

Ａ．２．３ 例外情報 

 提供者が、必須や禁止に位置づけられている項目に対して、（いくつかの条件が適用された後）要求され

ているものとは異なる方法で回答したい場合が生じるかもしれない。 

 "サポート"欄に予め印刷された答が用意されていない場合は、その代わりに提供者は例外情報項目への参

照のために"サポート"欄に x.<i>を記入し、例外項目に対して適当な記述をすることが要求される。 

 

 このように例外項目が要求されるものの実装は、本標準には適合しない。 

 上の記述のような場合が生じる一つの原因として標準の欠陥により要求項目が実装に合わず、訂正の要求

がなされていることもありうる。 
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Ａ．３ ＪＳ－２１９９２のためのＩＣＳ様式  

Ａ．３．１ 実装の識別 
 

 提供者  

 ＩＣＳに関する問合せ先  

 実装名と実装のバージョン  

 

 

 

実装を完全に識別するために必要な他の情報 

（例）装置名または OS 名とそのバージョン、 

システム名 

 

 

 

 

    最初の３項目はすべての実装に際して要求される。他の情報は、実装を完全に識別する要求を満たす上

で、  必要に応じて記入すればよい。 

    名前とバージョンは提供者の用語と適当に一致するように解釈されるべきである。 

    （例：型、シリーズ、モデル） 

 

Ａ．３．２ 実装の要約 

 実装のバージョン 1.0 

 

 

実装に関する補遺 

（もし適用可能ならば） 

 

 

 実装に関する修正  

 

 

 

例外項目の指定 

（A.2.3 参照） 

 

No[ ] Yes[ ] 

（Yes の場合、その実装は本標準に適合しないことを意味す

る） 

 記入日  
 

Ａ．４  一般的な必要条件について  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

A1 呼毎起動の IPC をサポートするか？   M [ ] Yes[ ] 

A2 常時起動の IPC をサポートするか？   o [ ] Yes[ ]  No[ ] 
 

Ａ．５  Ｑ参照ポイントのＵＱチャネルの伝達能力について  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

B1 転送モードは回線交換モードをサポー

トするか？ 

 ７ m [ ] Yes[ ] 

B2 情報転送速度は６４ｋbps をサポート

するか？ 

 ７ m [ ] Yes[ ] 

B3 情報転送能力は“音声”をサポートす

るか？ 

 ７ o.1 [ ] Yes[ ]  No[ ] 

B4 情報転送能力は“3.1ｋHz オーディオ”

をサポートするか？ 

 ７ o.1 [ ] Yes[ ]  No[ ] 
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B5 ユ ー ザ 情 報 レ イ ヤ １ プ ロ ト コ ル

“G.711A-law”をサポートするか？ 

 ７ o.2 [ ] Yes[ ]  No[ ] 

B6 ユーザ情報レイヤ１プロトコル“G.711

μ-law”をサポートするか？ 

 ７ o.2 [ ] Yes[ ]  No[ ] 

B7 その他のユーザ情報レイヤ１プロトコ

ル を サ ポ ー ト す る か ？ （ 指

定：     ） 

 ７ o [ ] Yes[ ]  No[ ] 

 

Ａ．６  Ｑ参照点でのＤＱチャネルの能力について  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

C1  転送モード”パケットモード”をサポ

ートするか？ 

 ７ m [ ] Yes[ ] 

C2  情報転送能力”非制限デジタル情報”

をサポートするか？ 

 ７ ｍ [ ] Yes[ ] 

 

Ａ．７  Ｃ参照点の能力について  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

D1 

 

 QPKT パケット構造のサポートする

か？ 

 ８．１ ｍ [ ] Yes[ ] 

D2  Ｄｑチャネル用の公知のＴＣＰ 

 ポイント（４０２９）をサポートす

るか？ 

 ８．１ ｍ [ ] Yes[ ] 

D3  Ｄｑチャネル用の動的に割り当て

られたＴＣＰポートをサポートする

か？ 

 ８．１ :o [ ] Yes[ ]  No[ ] 

D4  ＲＣＩによって示されるような動

的に割り当てられたＵＤＰポートを

サポートするか？ 

 ８．２ ｍ [ ] Yes[ ] 

 

Ａ．８  マッピング機能  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

Ｅ1  Ｄｑチャネルのマッピングをサポー

トするか？ 

 ９．１ m [ ] Yes[ ] 

Ｅ2  Ｕｑチャネルのマッピングをサポー

トするか？ 

 ９．１ ｍ [ ] Yes[ ] 
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Ａ．９ ＩＰＣ制御機能  
項目 質問／特徴     参照 位置づけ N/A サポート 

F1 Ｄｑチャネル確立解放手順 

呼毎起動手順制御 

 １０ m  Yes[] 

F2 Ｄｑチャネル確立解放手順 

常時起動手順制御 

 １０ A2:m [] Yes[] 

F3 Ｕｑチャネル確立   １０．１ m  Yes[] 

F4 Ｕｑチャネル解放   １０．２ m  Yes[] 

 

Ａ．１０  リソース制御情報  

Ａ．１０．１ 伝達能力情報 
項目  質問／特徴 参照 位 置 づ

け 
N/A サポート 

G1 g711Alaw64k  Ｂ．２．３．１ o.1  Yes[] No[] 

G2 g711Ulaw64k  Ｂ．２．３．１ o.1  Yes[] No[] 

G3 g723.1  Ｂ．２．３．１ o.1  Yes[] No[] 

G4 g729  Ｂ．２．３．１ o.1  Yes[] No[] 

G5 g729AnnexA  Ｂ．２．３．１ o.1  Yes[] No[] 

G6 g729wAnnexB  Ｂ．２．３．１ o.1  Yes[] No[] 

G7 g729AnnexAwAnnexB  Ｂ．２．３．１ o.1  Yes[] No[] 

G8 ペイロード周期（指定：  ｍｓ）  Ｂ．２．３．１ m  Yes[] 
 

Ａ．１０．２ ＩＰアドレスタイプ 

項目  質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

H1 ＩＰアドレスタイプ “ＩＰｖ４”  Ｂ．２．３．２ m  Yes[] 

H2 ＩＰアドレスタイプ “ＩＰｖ６”  Ｂ．２．３．２ o  Yes[] No[] 
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付属資料 Ｂ（規定） 
 

  リソース制御情報のメッセージ構文 
 

Ｂ．１ はじめに  
 

この付属資料は、Ｕｑチャネルを提供するために１対のＩＰＣを確立する目的にＰＩＮＸ間で交換されるＲ

ＣＩの構文を定義する。ＰＩＮＸはこの構文にしたがってＲＣＩの送受信を可能とする。 
 

Ｂ．２ メッセージ構文  

オクテッ

ト 

8 7 6 5 4 3 2 1  参照 

１  リソース制御ヘッダ  Ｂ．２．１ 

２  プロトコル識別子  Ｂ．２．２ 

３  リソース制御情報  Ｂ．２．３ 
 
Ｂ．２．１ リソース制御ヘッダ 

オクテッ

ト 

8 7 6 5 4 3 2 1   

１．１ ０ １ １ １ １ １ １ ０  ＲＣＩ識別子 

１．２ X X X X X X X X  ＲＣＩ全体長 
 
 
Ｂ．２．２ プロトコル識別子 

オクテッ

ト 

8 7 6 5 4 3 2 1   

２．１ X X X X X X X X  プロトコル識別子 

２．２ X X X X X X X X  バージョン識別子 
 
プロトコル識別子は以下のようにコーディングする 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1   

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ＪＳ－２１９９２ 

  上記以外  予約済み 
 
バージョン識別子は以下のようにコーディングする 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1   

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  バージョン情報 
 
Ｂ．２．３ リソース制御情報 

オクテッ

ト 

8 7 6 5 4 3 2 1  説明             参照 

２．１ X X X X X X X X  伝達能力情報     Ｂ．２．３．１ 
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２．２ X X X X X X X X  UDP ストリーム情報   Ｂ．２．３．２ 
 
Ｂ．２．３．１ 伝達能力情報 

オクテッ

ト 

8 7 6 5 4 3 2 1   

３．１．１ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０  伝達能力情報要素 

３．１．２ X X X X X X X X  コーデックタイプ(下記リストから選択) 

３．１．３ X X X X X X X X  ペイロード周期（単位：ｍｓ） 
 

コーデックタイプは以下のようにコーディングする 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1   

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  g711Alaw64ｋ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １  g711Ulaw64ｋ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０  g723.1 無音圧縮あり 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １  g723.1 無音圧縮なし 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０  g729 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １  g729AnnexA 

 ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０  g729wAnnexB 

 ０ ０ ０ ０ １ １ １ １  g729AnnexAwAnnexB 

  上記以外  予約済み 
 

Ｂ．２．３．２ ＵＤＰストリーム情報 
 
ＵＤＰストリーム情報は以下のようにコーディングする 

オクテッ

ト 

8 7 6 5 4 3 2 1  ＵＤＰストリーム情報要素 

３．２．１ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０  ＩＰアドレスタイプ 

３．２．２   ＩＰアドレス（ｎオクテット）（注１） 

３．２．３   

：   

３．２．３ 

＋ｎ－１ 
  

３．２．３ 

＋ｎ 
  ＲＴＰ用ＵＤＰポート番号（注２、注３）

３．２．３ 

＋ｎ＋１ 
  

 

 注１ オクテット３．２．３はＩＰアドレスの最も重要なオクテットを含んでいる。 

 注２ ＲＴＣＰポート番号はポート番号より１大きい値にしなければならない。 

 注３ オクテット３．２．３＋ｎはＵＤＰポート番号の最も重要なオクテットを含んでいる。 
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プロトコル識別子は以下のようにコーディングする 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1   

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ＩＰｖ４アドレス 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０  ＩＰｖ６アドレス（オプション） 

  上記以外  予約済み 
 

ＩＰアドレスのフィールド長（ｎオクテット）はＩＰアドレスのタイプに依存する。ＩＰｖ４アドレスの場

合は  このフィールドは４オクテットとなる。ＩＰｖ６アドレスの場合はこのフィールドは６オクテット

となる。ＩＰｖ４アドレスを使用する場合、オクテット３．２．１～３．２．８は以下のようにコーディン

グする。 

オクテッ

ト 

8 7 6 5 4 3 2 1  ＵＤＰストリーム情報要素（ＲＴＰ） 

３．２．１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０  ＩＰアドレスタイプ 

３．２．２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ＩＰアドレス（１７２．１６．１．１） 

３．２．３ １ ０ １ ０ １ １ ０ ０  

３．２．４ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０  

３．２．５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  

３．２．６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  

３．２．７ １ １ ０ １ １ ０ １ ０  ＲＴＰ用ＵＤＰポート番号(５６０００) 

３．２．８ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０  
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付録 Ａ ＪＪ－２０．２４との差分 
 

ＪＳ－２１９９２ と ＪＪ２０．２４ との差分（４点）について記述する。 

 

Ａ．１ QPKT の扱い 

JJ-20.24 

TPKT(RFC2126)の後ろに直接 QSIG メッセージ（UUIE 含）を設定 

 
QSIG UUIETPKT 

 

JS-21992 

TPKT(RFC2126)の後ろに QSIG メッセージ長(2octet)設定、その後ろに QSIG メッセージ、RCI と続く 

 

QSIG RCI TPKT 長 
 

 

Ａ．２．メッセージシーケンス 

JJ-20.24      JS―21992 

TE-A  
PIN PIN TE-B TE-A PIN PIN TE-B

 

SETUP 

SETUP

SETUP

CALL PROCEEDING

ALERTING

ALERT

ALERT 

CONN

CONN 

CONNECT 

CONNECT ACK

CONNAC

CONNAC

Talking Talking 

CONNAC

CONNAC

CONNECT ACK

CONNECT 

CONN

CONN

ALERT

ALERT

ALERTING

CALL PROCEEDING

SETUP

SETUP

SETUP

 

 

 

 

 

 

 

 

: UUIE / RCIを載せたQSIG Layer3メッセージ 
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Ａ．３ メディアストリーム情報 

 

  JJ20.24     JS-21992 

 

 

 

ユーザ・ユーザ情報要素

内容長

プロトコル識別子

バージョン識別子

プロトコル識別子

論理チャネル番号情報

論理チャネル番号

音声伝達能力情報

内容長

音声タイプ

ペイロード周期

受信メディアチャネル情報

内容長

受信メディアチャネルIPタイプ

IPアドレス

ポート番号情報

受信メディア制御チャネル情報

内容長

受信メディア制御チャネルIPタイプ

IPアドレス

ポート番号情報

RCIタグ

内容長

プロトコル識別子

音声タイプ

ペイロード周期

受信メディアチャネルIPタイプ

IPアドレス

バージョン識別子

音声伝達能力情報

受信メディアチャネル情報

ポート番号情報



Ａ．４ 情報要素 

 JJ-20.24      JS-21992 
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IETF RFC2327 

JT-H.245 

TTC JJ-20.24 

4.2 プロトコル
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0
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ECMA-999

4.2 Protocol

国際標準の版数に小数点以下の採番ルールが無い為、変更 

他の標準準拠によるRCIコーディング例は未検討のため、削除 

 

4.3 Bearer capabilities 4.3 音声伝達能力：

g729AnnexAwAnne11 1 1 00 0 0 

g729WAnnexB 01 1 1 00 0 0 
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g729 

g711Ulaw64k 
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g723.1 w/ silence compression0 0 1 0 0000

g723.1 wo/ silence compression1 0 1 0 0000

g729AnnexAwAnnexB1 1 1 1 0000

g729WAnnexB 0 1 1 1 0000
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G729 
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g723.1も必要とのコメント有り、追加 
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IPv6 

IPv4 

4.4 受信メディアチャネ 4.4 Type of IP 
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IPXは不要とのコメント有り、削除 
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